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床症状の改善に伴い，正常人のそれに近づいた。筋収縮
は患者で初期に相動性収縮を示した。 
12. 	 関節液のコラゲナーゼ
中村勉(千大) 
R.A.において，滑膜・関節液中に，コラゲナーゼ
は，高い活性を示し，関節軟骨の崩壊に，重要な役割を
果している。インヒピターとして滑膜血管由来の l31・A. 
C.，α-2M，軟骨由来のリゾチ}ム X-facter等を考えて
いる。演者は，関節液より，コラゲナーゼを精製してお
り，将来抗体を作成し，蛍光抗体法，ラジオイムノアッ
セイ等により，病態の解明を行う一方，コラゲナーゼ活
性の高い疾患の診断及び予後判定に役立てる方針であ 
Q 。 
13. 高及び低張液反復投与によるラット大腿四頭筋
の形態学的変化について
矢島敏晴(千大・生物活性研究所) 
3週齢ラットの大腿四頭筋に生食，生食の 5倍高張
液，蒸留水の 3種を反復投与したところ，高張液，生食
投与群においては，注射による機械的損傷と思われる変
化が主体であり，ほぼ完全に修復される。蒸留水投与群
では，筋線維の高度の変性を来たし，膜と間質を残すの
みで、筋細胞質が一掃されてしまった部分が広汎にみられ
る。この場合でも，再生は比較的順調で中心核を有する
線維の集団を生ずるが，一部に線維化傾向を示す部分が
存在する。 
H. 	側管症における椎間板の病理組織学的検索
中村哲雄(千大)
側母症の原因として椎間板由来とする説も注目されて
いる。手術により得られた椎間板の病理組織学的検索を
行い以下の結果を得た。
椎間板を，髄核，線維輪，軟骨板に分けて検索する
と，髄核，線維輸では，頂椎部とそれより下位の部分に
変化が大きく，軟骨板では，頂椎部より高位に変化が大
きかった，髄核では合胞細胞の出現，変性細胞の集ぞく
化が目立ち，軟骨板では，柱状軟骨層の細胞配列の乱
れ，線維化が目立った。 
15. 	 脊椎疾患における CTscanの臨床的価値につ
いて 
0永瀬譲史，有水昇，骨原道和
(千大・放射線)
目的:各種脊椎疾患58'例に対し CTscanを応用しそ
の臨床的価値について検討を行った。
方法:日本電子製ダイナミックスキャナーを用いて背
臥位あるいは腹臥位とし走査X線による透視像にて椎体
高位を定め CT像を撮f象した。
結果:体軸横断面での脊椎および脊柱管周辺の病変把
握に極めて有用であり，また手術前後の比較にも有用で
あった。しかし脊柱管形態の実態把握には十分な条件設
定のもとに観察する必要があると考えられた。 
16. 	 モアレトポグラフィーと低線量 X撮影による学
童脊柱側轡症検診について 
0篠遠彰，大塚嘉則，木村純
議辺啓二郎(千大)
鈴木弘(千葉市立)
小学校 4年から 6年， 中学校 1年から 3年まで，計 
1212名につき脊柱側轡症検診を実施した。一次スクリー
ニング法としては，モアレトポグラフイ}と視触診法を，
二次スクーニング法としては，低線量X線撮影装置を使
用した。この結果，機能性側響 119名 (9.8%)，構築性
側轡41名 (3.4%)であった。視触診法は検者によるパ
ラツキが大きいが， hl1mp 1 cmが一応の目安である。
モアレ法は客観性があり正確であるが，バターン識別に
はさらに検討の余地がある。低線量X線撮影方式は二次
スクリーニング法として最適で、るあ。 
17. Bone dynamicsよりみた脊椎像

ーその方法と展望ー

後藤澄雄(千大) 
microradiography中心した頚椎を全体像との観察に
より以下の結果を得た。脊椎椎体の形成像は特異的でミ
ネラノレの構造分布は多彩である。後縦靭帯骨化症の成因
として局所的には骨化形成部での靭帯遊離と結合組織増
生，力学的要因，全身的には旺盛な骨形成素因が重要で
ある。更に bonedynamicsの観点からみると，脊椎の
形成，改造は盛んで、規則的移動がみられる。 invivo 
labelingの不可能な材料での検索法として著者は ln 
vi tro tetracycline labeling法を確立した。
